
 

 

 

 

 

  

秋も深まり、２学期もまとめの時期となってきました。期末考査では、これまでの学びをしっかりと自分のもの

にできるよう、学習事項を整理しながら内容の定着を図ってください。３年生は、進路実現に向けて追い込みの時

期を迎えています。目標を定め、学びを重ねることで、確実に可能性は広がります。希望を叶えられるよう、体調に

留意しながら、挑戦を続けてください。 

１１月は学校開放月間で、人権鑑賞会や同窓会主催の「先輩が先生」等、さまざまな取組を行いました。また、ボ

ランティアやミーティング等で生徒の皆さんが地域に出掛ける機会も多くありました。これからも地域の方々とと

もに学びを深める機会を大切にしていきたいと思います。 

 

人権鑑賞会 １１月１日 

１１月１日（水）６・７限に、ジャグリングパフォーマーのちゃんへん．さんを招いて全校生徒を対象に人権鑑賞

会を実施しました。はじめに、ディアボロ、ヨーヨー、クラブ、リングなどさまざまな種

目で高難度の技を繰り出すパフォーマンスを披露され、会場全体が惹きつけられました。

その後、「在日コリアン」がなぜ存在するのか、歴史的背景などを分かりやすく説明して

くださり、自身の生い立ちを振り返りながら、私たちが事実を正確に知り、気づき、考え

る機会を作ってくださいました。最後は、ちゃんへん．さんのオリジナル曲である「根無

し草」「Ghost Blues」の２曲を歌われました。 

 

「先輩が先生」講演会 １１月１３日 

１１月１３日（月）７限目に、同窓会主催の「先輩が先生」講演会を実施し、第１７回本校卒業生で熊野自然保護

連絡協議会会長の瀧野秀二氏による講演「熊野地方の植物につ

いて」を全校生徒が体育館で伺いました。 

講演では、熊野地方は雨が多く温暖で森林が発達するには十

分な気候であり、植物が育つには雨と気温が大事であることを

説明されました。熊野の固有種、季節ごとに見られる植物、希

少植物等について写真を示してお話しくださいました。 

 

「税に関する高校生の作文」表彰 １１月１７日 

１年生の脊古彩羽さんが、「税に関する高校生の作文」（国税庁主催、応募編数１７万４００８編）で公益財団法人

納税協会連合会会長賞に選ばれ、１１月１７日（金）に新宮商工会議所で行われた「令和５年度納税表彰並びに感謝

状贈呈式」にて表彰を受けました。また、作文を丁寧に朗読しました。 

 

天空ハーフマラソン大会ボランティア １１月１９日 

１１月１９日（日）に実施された第９回新宮・那智勝浦天空

ハーフマラソン大会では、ボランティアとして、本校から、約

１００名の生徒が参加しました。コースでの立哨や、平安衣装

を身に付けてゴール地点でのサポートを行うなど、大会運営に

協力しました。天候に恵まれ、ランナーとして参加した生徒・

職員も多数おり、大きな声で声援を送りました。 
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防災避難訓練 １１月２日 

 

１１月２日（木）１０時から防災避難訓練をしました。１１月５日の「世界津波の日」を前にした今回の避難訓練

では、全学年ともに、緊急地震速報を受けた後、シェイクアウトを行い、その後屋上に避難しました。教室に戻った

後、各クラスで「世界津波の日」についてプリントをもとに学び、「濱口梧陵と世界津波の日」の動画を視聴しまし

た。 

 備えあれば憂い無し。日頃からしっかりと心構えを！ 

 

防災スクール １１月１０日 

 

１１月１０日（金）５～７限目に、１年生対象の防災スクールを実施しました。最初に事前学習として、全員が体

育館で消防署と自衛隊より本日の取組について説明を受けました。その後、クラスごとに「ライフハック」「搬送法・

応急手当」「ロープワーク」「心肺蘇生法・AED取り扱い」からそれぞれ二つずつ取り組み、防災意識を高めました。

地域防災のリーダーとして活動できるよう、学んだことを確認しておきましょう。 

 

 

 

 

自動車道現場見学 １１月１５日 

 

１１月１５日（水）、１年生全員が熊野・尾鷲市内で建設中の近畿自動車道紀勢線の現場を見学しました。国土交

通省中部地方整備局紀勢国道事務所やヤマネ・いきもの研究所の協力のもと、「くまの学彩」の授業の一環として、

熊野市ではトンネル・盛土工事を、尾鷲市ではヤマネの環境保全対策について見学し、学習しました。クラスごとに

バスで３カ所（熊野市有馬、熊野市井戸、尾鷲市小原野）を訪れ、それぞれの場所で説明を受けながら、現場を体感

しました。１０月２０日（金）の事前学習をふまえた現場見学で、防災の観点も含めた自動車道敷設の意義と環境保

全等について学びを深めました。 

 


